研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　　　　　　職　種　社会福祉士　　　　氏　名　　乙﨑　義幸

	期　　間　　平成27年8月24日、平成27年9月7日～平成27年9月8日（3日間）

	出張目的　社会福祉施設中堅・指導的職員研修へ参加のため

	出 張 先　青森県立保健大学

	研修に関する考察、研修要旨


＜要旨＞

第一部　講義

テーマ：ソーシャルワーク・スーパービジョンの理論と実際
講　師：東北福祉大学　総合福祉学部　教授　塩村　公子　氏

　本研修は3日間となっており、1日目はスーパービジョンの説明（講義）、2日目は初日の振り返りと事例検討、3日目は事例検討と全体のまとめ、という構成であった。
１、スーパービジョンの定義
①職員がより良く仕事ができるように指導、監督し、利用者に対して、一定水準の専門的サービスを保証する活動（利用者を主軸として、スタッフを教育）
②職員が利用者をいかに効果的に援助するかを教育していくプロセス（スタッフを主軸として、スタッフを教育）

２、スーパービジョンの3機能
　①教育的機能（最大限に行う）
　②管理的機能（必要に応じて行う）
　③支持的機能（最小限に行う。→必要以上に行うとカウンセリングになってしまうため）
　この3つの機能を併せ持って行うことが必要である。
３、スーパービジョンのプロセス　その1
　①準備の段階（チューニングイン：波長合わせ）
　　自分（スーパーバイザー：SVor）と相手（スーパーバイジー：SVee）がどんな人なのかを知る。年齢、性別、経験、性格、学習スタイル（理論型・体験型、視覚型・聴覚型）など。
　②契約の段階（面接や面談方式で行う）
　　・スーパービジョンの目的を伝える。
　　・SVorの役割、権威、義務、責任を伝える。
　　・SVeeからフィードバックを求める。
　　契約書類を取り交わすのが望ましい。
　③遂行（展開）の段階
　　ⅰ各回毎にチューニングイン、契約を行う
　　ⅱ調査・推敲・整理、共感、感情の表現、仕事の要求、障害の指摘、情報の提供
　　　その際、モデリング、ケース記録、ビデオ/録音、ロールプレイ、ケースレビュー、グループの活用等、様々な技法を用いる。
　　ⅲ各回の終結
　④評価・終結
　　終結しない場合は再度①から始める。
４、スーパービジョンのプロセス　その2

　遂行（展開）の段階の詳細
　①契約→　②焦点化→　③空間→　④橋渡し→　⑤振り返り→　①契約・・・と繰り返す。
空間とは、SVor、SVeeともに検討、考える時間のことを指す。普段の会話では、その場限りの返答になりがちで、SVorも返答の準備ができていない場合がある為、スーパービジョンの場を設ける必要がある。この空間という時間がなければ、スーパービジョンは成り立たない。橋渡しとは実際に検討した内容を行うことである。
５、スーパービジョンの内容
　①クライエントシステムについて
　②介入方法について
　③クライエントシステムとワーカーの関係について
　④ワーカーと所属組織について
　⑤社会資源の利用、制度、法律の適用について
　⑥ワーカーとスーパーバイザーの関係について
　⑦ワーカー自身の理解について
６、スーパーバイザーとしての準備、スーパーバイザーになった後の変化
　①他職員の仕事を管理することが増え、直接利用者にサービスを提供することが少なくなる

　②一般的に責任が増す
　③権限が増す
　④より広い決定権を持つ
　⑤地位が上がる
　⑥同僚との関係が変わる
　⑦組織・職員及びそれらの機能についての内部情報に関知するようになる
　⑧職務上のプレッシャーが増す
　⑨組織の機能に対してより貢献するようになる
７、スーパーバイザーの責任
　①倫理的、専門的に十分な質の実践を通して利用者のニーズに応えること
　　（直接利用者と関わる時間は減るが、SVeeを通して援助を実践する）

　②時間の管理を行い、定刻に始め、定刻に終わること（スーパービジョンは時間を決めて行う）
　③SVorとSVee、SVeeと利用者の間の境界を維持すること
　④スーパービジョンと教育・カウンセリング的要素とのバランスを図り、課題への焦点を維持する
　⑤スーパービジョンの方法・スタイルなどについて、あらかじめSVeeに伝えること
　⑥どのような準備を必要とするかについて、SVeeに伝えること
　⑦SVeeの学習スタイルを考慮して、SVee中心に効果的な関係を維持すること
　⑧建設的、定期的、かつバランスのとれたフィードバックを提供し、同時にSVeeよりのフィードバックにオープンであること
　⑨SVeeと共に業務を振り返り、評価する機会を提供すること
８、教育上のアセスメントポイント
　①これまでの経験
　②倫理上の気づき（社会福祉上の倫理）
　③理論に関する知識
　④アセスメントに関する知識と技術
　⑤介入技術
　⑥組織についての理解
　⑦組織の機能についての理解
　⑧態度と価値観
　⑨自身の目標と課題の認識
　⑩これまでに受けたスーパービジョン、指導
　⑪学習の障害になるような環境
９、専門職としての発達段階
　レベル１（自分中心）：SVorに対する依存。不安大。振り返り力小。自信少。
　レベル２（他者中心）：安心と不安の混在。やる気と防衛的態度の混在。複雑性に対する困惑。

　レベル３（プロセス中心）：専門性に対する安定の達成。SVorへの依存減→水平な関係へ。
　レベル４（状況の中のプロセス）：自律。自己覚知。広い視野を反映した振り返り力。
第二部　演習
テーマ：スーパービジョンの契約、事例検討、振り返りの講義
　第二部からは研修参加者の約30人を5グループに分けて演習を行った（1グループは6～7名）。スーパービジョンの契約段階の演習や、事前課題として提出していた事例の中から、塩村教授が選抜した事例を元に、実際の事例でのスーパービジョン演習を行った。事例は書式①、書式②を元に使用。
１、実施方法

①構造確認と契約

　事例の状況について、10分間各グループで話し合う。SVorとSVeeの役を決め、事例通りに発表（ロールプレイ方式）を行う。
②SVeeへのアセスメント
　SVeeが発した言葉以外に、それまでに至った経緯や状況を探り、多角的な視点でSVorのアプローチの仕方を検討する（15分間、各グループ毎に検討）。

③スーパービジョンの3機能を確認
　アプローチ方法として、教育・管理・支持的機能のどの機能に焦点を当ててアプローチするのかを決める。
④ロールプレイ
　各グループ毎にSVorとSVeeの役を再度決め、話し合った内容をロールプレイ方式で発表する。

	書式①
スーパーバイザー氏名

	スーパーバイジー氏名
	検討年月日

	スーパーバイザーの状況（地位・職責・スーパーバイジーとの関係）


	スーパーバイジーの状況（年齢・性別・職歴・職務内容・その他）


	スーパーバイジーがスーパーバイザーから求めたもの
（スーパーバイジーの言葉で）
（スーパーバイザーが感じたこと）


	スーパービジョン実施年月日
　　　　年　　　月　　　日　　（　　　時　　　分　～　　　　時　　　分　　）

	場面（場所・どのような場面など）


	スーパーバイジーの様子
	スーパービジョン中の様子


	
	スーパービジョン後の様子


	スーパーバイザーが今回検討したいこと



書式②（逐語記録）
	会話番号
	会話内容（できる限り言葉通りに）
	備考

	例
SVee１
SVor２
SVee３
	利用者のことで困っているんですが・・・
どのようなことで困っているのでしょうか。
実は○○○・・・・
	

	
	
	


書式①と②を用い、様々なシチュエーションの事例検討を行った。

事例1（教育的機能のスーパービジョン例）
機関：児童養護施設
SVor：副主任
SVee：支援員、経験年数3年
状況：SVeeの担当児童Aは大学受験を控えており、願書の準備や試験勉強、今後の生活費の計画立て等、様々準備をすることがあり、お互いに相談しながら物事を進めていた。しかし、最近はSVeeが児童Aに話しかけても準備を進めようしないため困っている、とSVorに相談している。

この事例では教育的機能に焦点を当てて介入している。スーパービジョンを行う場合、その場限りでの返答にならないよう、事前に悩んでいることや困っていること、行わなければならないこと等をSVeeにリストアップしてもらう。可視化することで、SVeeもSVorもお互いに理解しやすく、順序立てて説明することが可能になる。また、実際に児童Aとの会話の内容を逐語記録に起こしてもらうことも一つの方法である。援助場面を振り返り、会話の内容を探ることで、対象者の心情理解と課題を探ることが可能となる。
事例2（管理的機能のスーパービジョン例）
機関：特別養護老人ホーム

SVor：ケアリーダー、新人の指導者
SVee：介護職員、30経験は2年半
状況：利用者Bは食事介助が必要な方で、開口状態が小さく、極小スプーンを使用している為、介助に時間を要している。水分補給時は小スプーンを使用している為、食事も小スプーンに変更したいと、カンファレンスで意見が上がったが、その場では決まらず。数日後、SVeeより「大スプーンで飲ませてみたら飲みこみも大丈夫なので、大スプーンで良いと思います」と、実際に利用者Bに介助しながらSVorへ報告あり。
この事例では管理的機能に焦点をおいて介入している。管理的機能において必要なことは、①ルールを守ること、②決まったルールを最大限に利用者に対して生かすこと、③倫理的配慮を促すこと、④報告・連絡・相談がされていること、以上に重点を置いて介入する。今回の事例において、SVeeはカンファレンスの内容を把握しておらず、独断で対応している為、まずはカンファレンス内容を振り返る必要がある。また、利用者の目の前で話しており、今回の内容が利用者の目の前で話す内容なのかどうかを考えてもらう必要がある。内容によっては場所を移して報告する必要がある為、倫理的な配慮についても指導が必要となる。
事例3（支持的機能のスーパービジョン例）
機関：高齢者施設
SVor：グループリーダー、入社10年目
SVee：介護員、入社5年目、今年度より担当利用者が4人に増えた
状況：担当利用者Cが放尿行為をする為、どのように支援していけば良いかわからない。また、担当が増えたことにより、やる気が続く気がしないとの相談。

　この事例では支持的機能に焦点をおいて介入している。利用者の対応方法だけでなく、仕事量が増えたことによるストレスへのサポートも必要である。支持的機能は主に情緒的なサポートに主軸を置く。SVorに「気持ちを理解された」「励まされた」とSVeeが感じるかが重要となってくる。また、SVeeが話したいことを話せたか、それに対してSVorが話したことをSVeeが納得して理解できたかも重要である。SVorは話された内容や気持ちを受け止めることが重要だが、スーパービジョンとして成り立たせる為には情緒的サポートだけではなく、その他の機能（教育・管理）も併用しながら関わることが必要である。
＜所感・考察＞

　スーパービジョンはスタッフへの教育・監督が主な内容であるが、最終的な目的は、スタッフへの教育を通して、利用者に対して一定水準のサービスを保証することである。関係性としては、上司と部下が主となる。スーパービジョンを行うためには波長合わせ（チューニングイン）や契約など、様々な手順を踏み、面談という形式で行い、事前にどの程度の周期で行うのかも決めておく必要があるということを学んだ。また、体制整備としては、一個人でできるものではなく、組織の体制として行う必要があることも学んだ。しかし、実施するにあたり、組織体制を整備する必要がある為、即座にできるものではない。そのため、形として取り組むことができない場合、スーパービジョンの考え方を踏襲して実施していくことで、講師の塩村先生が講義していた「スーパービジョン的」なことを実施することは可能である。例えばロールプレイやケースレビュー等は、先輩と後輩等の関係でも可能なことである為、部分的なスーパービジョンの実施は可能である。上記にも記している通り、最終的な目標は利用者のサービスを保証することである為、厳密な形で実施できなくても、スーパービジョンの考え方を理解することで、後輩指導や専門職の育成に役立てていくことができる。ロールプレイ等、即座に実施可能なものについては積極的に実施し、日々の後輩指導に生かしていきたいと思う。
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各事例の逐語記録を記入していく。








